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研究成果の概要（和文）： 
 
本研究は働く女性の中でも、家庭生活との両立が難しいといわれる交代制勤務従事者である看
護師を対象に、病院組織における仕事生活と家庭生活の実態を調べ、職場内でのワーク・ライ
フ・バランス（仕事と生活の両立）と看護師のキャリア・ストレスとの関係に着目した。そし
て、組織的介入としての組織開発の効果に関する考察を行った。結果として、大学病院に勤務
する看護師は、さまざまなストレッサーを抱えているためワーク・ライフ・バランスが実現で
きていないことが明らかになった。そのため、看護師のキャリア開発や病院組織の活性化には、
組織的介入としての組織開発が有効であることが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
This study focuses on the work-family conflict (WFC) concept as one of the indicators of 
work-family balance and clarifies the career stress which can lead to WFC. In this study, it 
was clarified that the respondents of nurses from university hospitals had difficulty in 
balancing work and family due to various stressors. In general, work-family balance has a 
significantly positive influence on health conditions and a significantly negative influence 
on work stress. Hence, more attention needs to be paid to nursing staff members, in 
particular to nurses of the administrative class, who play important roles in university 
hospitals. Hence, organizational intervention (organizational development) to nurses is 
highly effective for supporting the career development of nurses and organizational 
vitalization of university hospitals. 
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１．研究開始当初の背景 
看護組織の活性化のためには、各看護師が適
切なキャリアを創造し、職業人生を充実させ
ることが不可欠である。そのための介入は職
場領域だけでなく、家庭領域へも行なわれる
必要があるといえる。 
 
 
２．研究の目的 

本研究では看護師を対象としたキャリ
ア・ストレス・モデルを提示し、キャリア・
ストレスとしてのワーク・ファミリー・コン
フリクトの発生までの実証的研究を展開す
る。そして、職場と家庭の 2つの領域への積
極的な関与が重要であるという理論仮説を
設定して、最適なワーク・ファミリー・バラ
ンスの構築に向けた、病院組織に対する組織
的介入のガイドラインを開発することを目
的とした。家庭及び職場環境ないしは労働条
件といった状況要因から、キャリア・ストレ
スの発生までのプロセスを明確化し、看護師
チームの活性化のために実施する組織開発
のための有益な羅針盤を獲得する。本研究は、
今後の医療現場に対する真に効果的な介入
の視点を得るための重要な実践的研究であ
る 
 
 
３．研究の方法 

質問紙調査法を用いて、実証的に看護師の
キャリア・ストレスのメカニズムを解明した。
本研究では、2つの大学病院に勤務する看護
師を対象に調査を行うため、一般の企業人を
対象とする尺度を適宜修正して質問項目を
編み、さらにキャリア意識に強く影響を及ぼ
すと思われる要素(パーソナリティー、家族、
ストレス、など)を、広範に調査分析するた
めに信頼性のある尺度を構成した。看護師の
キャリア・ストレスに対する意識がどのよう
にワーク・ファミリー・バランスに影響を及
ぼしているのか。また家族構成などの個人的
属性や年齢および経験年数などの違いが、ど
のような相互作用関係にあるのかに関して、
各項目を類型化することによって最適なキ
ャリア形成の在り方を提示することを試み
た。そして、役割期待と役割葛藤というワー
ク・ファミリー・コンフリクト理論を用いた
結論づけができるよう分析を展開した。 
 

４．研究成果 
本研究は働く女性の中でも、家庭生活との

両立が難しいといわれる交代制勤務従事者
である看護師を対象に、病院組織における仕
事生活と家庭生活の実態を調べ、職場内での
ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の両
立）と看護師のキャリア・ストレスとの関係
に着目した。そして、組織的介入としての組
織開発の効果に関する考察を行った。結果と
して、大学病院に勤務する看護師は、さまざ
まなストレッサーを抱えているためワー
ク・ライフ・バランスが実現できていないこ
とが明らかになった。とりわけ、20 歳代と
30 歳代の看護師にその傾向が強く、明らかに
出産や育児が影響して、キャリア・ストレス
が増大しているということが浮き彫りとな
った。そのため、看護師のキャリア開発や病
院組織の活性化のための施策のひとつとし
て、職場が主体となったキャリア支援のため
のプログラムの構築が強く望まれている。本
研究では、いわゆるキャリアカウンセリング
の提供などの臨床的アプローチ（個人的介
入）ではなく、組織的介入としての組織開発
が有効であることが明らかになった。半構造
化されたグループによる啓発活動を通して、
看護師が自分自身のパーソナリティを理
解・受容し、態度（行動）変容へと結び付け
ていくプロセスが、看護師のワーク・ライ
フ・バランスに対する意識を変革させ、成熟
したキャリア意識の醸成へと結実した。 
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